
田畑　洋一　（TABATA Yoichi）
1945 年、鹿児島県生まれ。専攻は、福祉社会学、地域福祉論、ドイツ社会論。西九州大学家政学
部社会福祉学科助教授を経て、現在は、鹿児島国際大学福祉社会学部教授。独マルティン・ルター
大学社会人類学研究所客員教授（2004 年 9 月～ 2005 年 8 月）。博士後期課程 2 年（社会人コース）
に在籍。

戦前日本の貧困者救済は法に基づく政策というに値しないものであった。公的救貧法制の不完
全さを部分的救貧制度で補完しようとするが、ここでは貧困者救済における「日本化」を推進す
る方面委員制度の歴史的意義や展開を中心に考究する。

主要業績

■論文

・2006,「ドイツ『ハルツ IV』改革と最低生活保障給付―稼動能力の有無による制度再編」
『九州社会福祉学』2006(2): 57-81.

・2006,「ドイツ最低生活保障給付―その体系と給付内容」『福祉社会学部論集』25(1).

■単著

・2003,『公的扶助論 第三版』学文社 .
・2000,『社会保障各論―所得保障・その仕組みと課題』学文社 .

■共著

・2001,『現代社会福祉概論』学文社 .

■編著

・2006,『現代公的扶助論』学文社 .
・2006,『新現代社会保障論　改訂新版』学文社 .
・2004,『現代社会福祉概説』中央法規出版 .

リンク

・鹿児島国際大学

研究カテゴリ
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http://www.iuk.ac.jp/
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